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tfE進者 :野深 謝･-^t;i TI･相.巧馳治･
竹巾 修 ･松林mnJ]･岬揮 弼
1982年,三好らにより水研究所のニホンザルか
らヒトの成人T細胞白血柄(ATL)の特発抗原
(ATLA)に対する抗体が花琉度に検出された｡
ニホンザルで検出された抗ATLA抗体に対応
するウイルスについて,サルを取扱っている研究
所として,ヒトのATLVとの異同,病原性の有無,
ヒト･サル問の水平感染の有無等に関心がもたれ,
それらの点の解明が忙がれた｡また,所外の研究
者の研死の希望も多かったことから昭和58年度.
昭和59年度の2年間,計画共同研死としてサルの
ATLⅥ衣ウイルスの研究を取り上げ,上記の点の
研究の推進の場をATLVm究者に提tJtすることに
なった｡この計画共同研究では,サルのATLVそ
のものの特徴を明らかにすること,ヒトのATLV
のモデルとして伝播様式の実験的な解析が行われ
た｡
各研究者の間の研究内容の重複はかなりあるが
以下,共同利用研究の内容を示す｡サルのATLV
の特徴を明らかにするために,a.詔長類研究所
において飼育されているサルの抗ATLV抗体の戯
性率の調査(三好･吉本･藤下),b.変只研究
部門において収袋･保存している血祭を検索する
ことにより野生状態で各種詔長類非団がどの程度
抗ATトⅥ克体を保持しているか検討する(ニホン
ザル 速水･辻元･石川,ニホンザル以外の詔長
獄 山本),C.サルのATLVそのものの超微形
態学的,免疫学的手法を用いた検討(日田ら,三
好ら,佐野),d.サルのATLⅥ買性,サル細胞
株の樹立とウイルスゲノムの分析(石臥 三好ら,
日沼ら,通水ら)等,を行いサルのATLⅥ叢ウイ
ルスの特徴を明らかにし,ヒトとサルのウイルス
の関係を比較した｡また,サルのATLV様ウイル
スの特徴を明確にすることにつながることでもあ
るが,ヒトにおいては実験的な解析の難しいAT
LVの伝播様式を,抗ATLⅥ克体例性ザルを用い
て検討し,水平感染および垂由岱決の可能性をみ
た(平山･宮原･小孔 三好ら,通水ら)｡
2iFに班る研死により,サルのALTVに関する
柾々の知見がもたらされT:｡評しくは,各研究者
の本年相和告･論文をみていただくことにしてお
おづかみに結nl･を紹介する｡1.抗ATLV抗体をも
っこホンザル山采の.)ンパ球でATLV抗rJ講のll-･花
が証明され,培iriリンパ球よりC刑ウイルス粒子
が山現している｡C生せウイルスの自然岱肘 こJ:り
抗ATLV抗体が在生されることが示された｡2.ヤ
クニホンザルを含むニホンザル2.650頭のうち,
670u7i(約25C/0)に抗体があった｡抗 T^LV抗休
を保有するこホンザルの分科 ま,ヒトのATL流
行地域の九州地方に限らず,本州非流行地域も含
めて四国を除く全国に分布していた｡3.ニホンザ
ル以外の霊長類では,これまでのところ,原払
新世界ザルでは抗ATLⅥ元体陽性例はみられてい
ない｡一万,旧世界ザルではMzcaca属に苗銚皮
でみられている他,軸 O,CeT･COPlthecus等,オ
ナガザル亜科において抗ATLⅥ完体陽性個体がみ
つかっているが,コロブス亜科においてはこれま
での荊,助性個肘まみられていない｡類入校では
調査個体数の【川越もあるがチンパンジーのみで助
性個体がみつかっている｡4.抗ATLⅥ克体戯性個
体のリンパ球より作成されたATLV様産生株は非
B型であるが,非T_qlのものもみられている｡又,
核内DNAに組込まれているサルのALTVプロウ
イルスはヒトのATLVにある各辺伝子と訪い相同
性はあるが,制限酢剤 こよる,制限地はヒトのそ
れとはjTq･なっていた｡また,詔長狭各柾のプロウイ
ルスの問でも制限地図にも差がみつかっている｡
従ってサルのATLVはヒトのそれとかなり相同性
は柘いが同一のウイルスではなく,速水らはST
LVと呼ぶことを提唱している｡
サルにおけるATLⅥ莱ウイルスの伝播様式につ
いては,サル抗ATLⅥ易性細胞と陰性細胞の混合
培掛 こより,陰性細胞がC型粒子を産生する協性
細胞に変わりうろことから,C型ウイルス粒子が
感染しうろことがわかっていた｡抗ATLⅥ靭性の
妊娠ザルから帝王切開により得られた胎児のうち
一部の個休でのリンパ系組織において,ATLV抗
原が検出されウイルスの母親から胎児への亜群感
染が明らかにされた｡水平感染にLMしては.松性
雌と蹴性雄の同居実験からその可能性が示唆され
た｡
これらの紡朱を総合すろとサルのATLVはヒト
のそれと非'.Wこよく似た近緑のCyJ.ウイルスで,
通7iYは核円DNAに和み込まれプロウイルスとし
て存在するが,C型ウイルス粒子を生推し垂酌･
水平感染しうる｡一万,抗体同性サルの地坪的分
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布様式がヒトのそれと大きく異なること,プロウ
イルスDNAの制限地図に種円で変異がないのに
矧Li]に変異がみられていることから,サルとヒト
のl馴こ水平感染はもしあったとしても非常に少な
いことが考えられる｡また,これまでの所,サル
ATLVによりサルの間で白血病が生じたことが明
らかな例は知られていないのでサルのATLVのヒ
トに対する影響は殆ど無祝しうるのではないかと
考えられる｡一方サルのATLVの間の種間変異が
存在すること,抗体陽性個体の出現が霊長類の系
統Lu係を反映していることなどから,ATLVを霊
iiyiの系統の研究に利用しうる可能性も示唆され
た｡
(文責:野揮 謙)
5.共同利用研究の現状とアンケ
ート調査の集約 ･分析
1.はじめに
本研究所における共同利用研究は昭和44年に開
始され現在に至っている｡この間,延べ709件
(1237名 )の研究が実施され, t共同利用研究報
告"節-Pf(1984)1)にある様な研究成果を収め
T:｡昭柵8年度共同利用実行委員会2)は,今後の
共同利用研究の改善ならびに活性化を図るための
資料として,運営委員会での討議をふまえて研究
総出等にI児するアンケー ト調査を実施した｡また,
本アンケート調査の集約 ･分析に当たり,過去10
咋闇の共同利用研究における下記重要事項の推移
についても検討した｡
A.共同利用研究における応募.予算およびサル
頬使用状況の推移
t桝L144年に22件 (応募25件)でスタートした共
同利川研死は昭和59年度現在76件 (応募90件)に
至っているが,図 1には50年度からの応募および
採択件数の推移を示した｡50年度以降減少した応
矧 !r･故は,54年度では紛件を下回 り46件(採訳数
38件)に落ち込んでしまった｡56年度においても
この応募状況の低減化が回復する兆しは見られな
かった｡この時期の応幕内容をみると毎年の応募
者に固定化が目立ち,採択された研究課題におい
ても新しい研究内容のものが少なくなっていた｡
共同利用研究の停滞に歯止めをかけ,より活性化
するためには単に所列からの応募を待つだけでな
く,所内研究者による積極的な対応が迫られた｡
具体的には,これまで実施して来た ｢課超研究｣
方式を56年度限りとし,57年度からは新たに所円
教官が立案 ･企画し,所外の研究者に呼びかけて
共同研究を推進する ｢計画研究｣方式を採用した｡
その結果,57年度以降の応募件数は急増した｡し
かも採択率を800/o前後に維持して釆たため,59年
度採択件数(76件 )は対55年度比にして220%に
透した｡
一方,これら共同利用研究の遂行に関連する予
算の動 きを図1に示したが,昭和52年度以降上昇
した予算街は55年度で頭打ちになり,その後の増
軌 まみられなかった｡いわゆる t緊縮財政Mの影
響が共同利用研究の予算面にも表われている｡
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図1.共同利用研究予罪rm,応#件数
および採択件数の推移
57年度以降予算規模は縮少に転じたが,採択数は
｢計画研究｣の導入により増加した｡従って,図
2に示す様に57年度以降の1課題当たりの配分旅
班および投資は年毎に少憩化した｡ちなみに,59
年度の1課題当たりの平均配分旅焚 (7.4万円)
1)ラ17都大学詔長類研究所共同利用報告,質-号,共同利用研究概要(1984)｡
2)波辺 (委員長 ),束,目片,小嶋,中村,松林
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